
刃物交換の最適化とプログラム外段取化による
業務用木製天板の量産化

当社はOEMが売上の主力となっていますが、今後は

加工技術の高さ・素材の魅力を生かした自社商品の開

発・製造・販売に取り組む方針です。また、同業他社や異

業種の方とも積極的に関わり合いを持って、お互いの

持っている情報・技術・アイデアなどを共有しあえる関係

を築き、お互いの強みを生かし、協力しながら製品作りに

取り組んでいきたいと考えています。

当社の加工技術は、木工以外の分野でも活用できる

と思っております。是非、貴社の商品にもお役立てくださ

い。ご連絡をお待ちしております。

３軸加工かつ加工中もプログラム入力できる最新のＮＣルータマシンを導入し、当社の技
術・ノウハウと合わせ、加工時間と稼働時間の両面から生産性の向上を図るための体制を
構築した。

第３次焼肉ブームと店舗IT化を背景に業務用テーブルの増産要請があるが、プログラム
入力や刃の交換時間が障害となっている。本補助事業では、３軸かつ加工中もプログラム入
力できる最新ルータにより、加工時間と稼働時間の両面から生産性向上を図る。P  U  R  P  O  S  E

事業目 的

課題克服のために、最新のＮＣルータマシンを導入し、
刃物交換、プログラム入力の問題を解決するために、以下の改
善を図った。
•加工時間の短縮

3軸であるため、一連の加工に必要な刃物をそれぞれの軸に
あて、刃物交換（スイッチ）の必要をなくす、もしくは最小限に抑え
ることができた。
• 設備の稼働時間増加
加工中であっても次のプログラムを入力できる。
いわゆる外段取り化が可能になった。

今後、焼肉業界における人手不足解消のためや多
言語に対応するためにタッチパネルの導入が増えて、
特殊な加工を要する焼肉店用無煙ロースターの受注
が増加していくことが予想される。
今般の補助事業により、生産性の改善を図ること
ができ、生産余力が生まれることから今までは受注で
きなかった単価の安い利益の少ない製品でも受注で
きると考えている。これを入り口に新規開拓を行って
いくこととする。

最新のNCルータマシンにより、課題で
あったプログラム入力や刃の交換時間を解
決し、加工時間の短縮を実現した。

～更なる成長へ向けて～
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事業 者 概 要
当社では業務用オーダー木製家具製造を行っ

ているが、特に焼肉店(飲食店)向けのテーブルの

製造が多いことから、焼肉店や飲食店のテーブル

天板で使用されている。

主要取引先であるシンポ㈱は、焼肉ロースター

製造販売シェア世界No.1であり、当社にも安定的

な注文がある。

第3次焼肉ブームを背景に、同社よりスイッチ

（タッチパネル）用開口など複雑な加工を要する

テーブルが人気となっていたことから、同品質で増

産（短納期）してほしいとの依頼があった。

スイッチ（タッチパネル）用開口など複雑な加工を要
するテーブルを製作する上で、①プログラムの設定
と加工を同時に行うことができない、②刃の交換に
時間を要するといった課題に対応したＮＣルータマシ
ンを導入することにより、①天板1枚あたりの加工時
間短縮、②プログラム入力による設備停止時間短縮、
③1日あたり生産可能量の向上に取り組むことによ
り、納期の短縮を図ることとした。

平成28年度 相互工芸(株) ／ 一般型

無煙ロースター天板

導入した最新のNCルータマシン

【成果結果】

全ての項目において、計画目標を達成することがで
き、２軸の工作機械から３軸の工作機械への移行とプ
ログラム入力の同時並行化を図ることができた。

項 目 現 状 実績値 効 果

①1枚あたり加工時間 6分 5分 16.7％削減

②プログラム入力に
よる設備停止時間

1時間 0時間 設備提示時間ゼロ

③１日当たりの生産
可能量

30枚 40枚 33.3％向上

複数の刃物で連続加工 4番刃物は自動で交換

相互工芸
株式会社
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